
10

マンモス

ナウマンゾウ

ヤベオオツノシカ

ハナイズミモリウシ

ヘラジカ

ヒグマ

Ⅱ どんな動
どうぶつ

物がいたのだろうか？5-

●ナウマンゾウの全
ぜんしんこっかく

身骨格
（提供：栃木県立博物館）

●岩
いわじゅく

宿（旧
きゅうせっき

石器）時
じ だ い

代の大
おおがたどうぶつ

形動物とその広
ひろ

がり

●オオツノシカの全
ぜんしんこっかく

身骨格
（提供：栃木県立博物館）

　岩
いわじゅく

宿（旧
きゅうせっき

石器）時
じ だ い

代には、現
げんざい

在日
に ほ ん

本にはいない大
おおがた

形の絶
ぜつめつどうぶつ

滅動物がいたことがわかっています。それ

らの多
おお

くは、陸
りくつづ

続きになっていたところや氷
こおり

の橋
はし

を渡
わた

ったりして大
たいりく

陸からやってきたと考
かんが

えられてい

ます。ナウマンゾウやオオツノシカがその代
だいひょう

表で、野
やぎゅう

牛の仲
な か ま

間のハナイズミモリウシなどもいました。

氷
ひ ょ う が じ だ い

河時代だったので、寒
さむ

い地
ち い き

域の動
どうぶつ

物であるマンモスが北
ほっかいどう

海道まで、ヒグマやヘラジカも本
ほんしゅう

州までと

北
きた

から南
みなみ

へおりてきました。それらの大
おおがたどうぶつ

形動物に比
くら

べ行
こ う ど う は ん い

動範囲が狭
せま

い中
ちゅうがた

形から小
こ が た

形の動
どうぶつ

物は、最
さいきん

近の

研
けんきゅう

究では日
にほ ん れ っ と う な い

本列島内で独
ど く じ

自に進
し ん か

化してきたものが多
おお

いと考
かんが

えられています。

　これらの動
どうぶつ

物は、岩
いわじゅく

宿（旧
きゅうせっき

石器）時
じ だ い

代の人
ひとびと

々にとって、なくてはならない狩
か

りの獲
え も の

物となっていた

ことでしょう。

Ⅱ 自然と人類


